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新生代第四紀の化石

新生代第四紀は第三紀から引き続いた170万年前

から現在までの時代です(第1表).この時代は｢氷河

時代｣とも言われ世界的に氷期(寒冷期)と間氷期(温

暖期)がくり返し到来Lそのつど気候が変動したり

海水面が上下したりして当時地球上に生育しセいた動

物や植物に大きな影響を与えました.氷期には海から

蒸発した水が雪とたって陸地に積もり氷河とたって地

表を広く覆ったため海面が低下しました.そのために

日本列島がアジア大陸と陸続きになったこともありそ

の時にはゾウやシカなどの哺乳動物の交流カミ行われまし

た.また間氷期には陸地の氷が溶けて海に流れ海

面の上昇をもたらしました.このような地形の変化と

相まって第三紀から引き続いて生育Lていた動植物は

氷期には南へ追いやられあるいは絶滅してそのあと

には寒さに強い生物が多くたりまた間氷期には温暖

を好む生物が南から上がってくるというくり返しが行わ

れて動物も植物も次第に現在みられるようた姿に変わ

ってきました.

日本列島では関東･大阪たどのようた海岸平野の広

い地域に鮮新世から連続して堆積Lた厚い更新世(後

述)の地層が分布しています.これらの地層には動物

や植物の大型化石や有孔虫｡放散虫･珪藻｡花粉など

の徴化石が豊富に含まれていることから放射性炭素

(1里C)だと放射性同位体による地質年代測定と合わせて

詳しい研究が行われています.したがって生物群の

変遷や気候の連続的た変化も明らかになっています.

第四紀の化石はそれ以前のものに比べて地中に埋

もれてからの時間が短いこともあって貝の殻が現在の

ものとほとんど変わらたい状態で残っていたり植物の

葉や実たとが炭化して残り石にたっていたい標本も多

くこのような状態のものを｢遺体｣という呼び方をす

る人もありますが過去の生物が残したものという意味

からこれらも一般には｢化石｣として扱います.

更新世の化;百

更新世は170万年前から1万年前までの時代です.

化福の一般分類展示

その4新生代第四紀
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第1表地質時代における動物･植物の発展と変遷
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第四紀

一170万年前一

第三紀

6500万年前一

白亜紀

一1億4300万年前一

ジュラ紀

一2億1200万年前一

三畳紀

一2億垂700万年前一

二畳紀

一2億8900万年前一

石炭紀

一3億6700万年前一

デボソ紀

一4億1600万年前一

シルル紀
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カソブリア紀

一5億7500万年前一
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主な生物の発展と変遷

人類出現および発展

マソモス象･ナウマソ象出

現および減亡

･二枚貝類･巻貝類･鳥類

･口南乳類･単子葉植物発展

･大型有孔虫類(貨幣石た

ど)発展

アソモナイト類･恐竜類発

展および減亡有孔虫類･

二枚貝類･双子葉植物発展

鳥類･双子葉植物出現

恐竜類全盛･二枚貝類･巻

貝･頭足類(アソモナイト

･矢石･ウニ発展)

哺乳類出現･二枚貝類･ア

ソモナイト類･腕足類･海

百合類.ハ虫類発展

三葉虫類･四射サソゴ滅亡

紡錘虫類･貝類･アソモナ

イト類･腕足類･ハ虫類･

裸子植物発展シダ植物衰

退

ハ虫類･裸子植物出現紡

錘虫(フズリナ)類･貝類･

アソモナイト類･腕足類･

昆虫類･四射サソゴ類･シ

ダ植物(鱗木,封印木た

ど)発展筆石類減亡

両生類･アソモナイト類･

硬骨魚類出現頭足類･貝

類･腕足類･サソゴ･魚類

発展

昆虫類･陸上節足動物(サ

ソリ類～･シダ植物･(古生

マツハラソ出現雫石

類･腕足類･床板サソコ類

発展

魚類出現･筆石類･頭足類

(直角石類)･腕足類･床板

サソゴ発展

三葉虫類コノドント出現

腕足類･藻類発展

無脊椎動物群･菌類･藻類

出現

尾上･神戸･佐藤(1989)による
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写真1更新世前期の哺乳類

S勿go6o刎α〃07αθ(MATsUMoTo)(アケボノゾウ)
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写真2更新世中期～後期の哺乳類

Pα1α召010眈060切ηα"zα6北刎8物α""¢α刎勿{MAKIYA皿A

(ナウマンゾウ)×0.7(GSJF4979)

ぼにゅう

陸上の動物群は新生代が哺乳類時代と言われている

ように鮮新世から引き続き大型口市乳類が繁栄しており

日本においてもアカツゾウ･ナウマンゾウ･オオツノシ

カ.ニッポンムカシジカだとが生育していたことが各

地から発見された化石によって明らかになっています

(写真12).更新世後期から完新世(1万年以降現在

まで)前期にかけてナウマンゾウ･オオツノシカ･有

毛サイだとの大型囎乳動物が絶滅してしまいますがこ

れは人類の急速な発展によって狩猟が行われるようにな

ったことが原因の一つに考えられています.

地質調査所にごく近い茨城県つくば市内を流れてい

る花室川沿いに更新世最後期(28000～27000年前)の地

層が分布しておりその中からナウマンゾウだとの脊

椎動物の化石が多数発見されています.その内の1

つナウマンゾウの臼歯の化石を地質標本館第1展示

室の｢郷土の地質｣コｰナｰに近く展示する予定です.

品更新世の貝類にはカズウネイタヤガイ･ヨシスガイ

･トウキョウホタテ｡ボクリクホタテ･(写真3～5)たど

のように更新世末までに絶滅したものもありますがア

カガイ･タマキガイ｡ホタテガイ｡バカガイ･サクラガ

イ･イソシジミ･アサリだと聞きたれた名前も多くあ

り貝化石の90%以上が現在も生息している種からたっ

ています.これらの貝化石は現生種としての生息環

境･分布などカミ良く分かっていますので示相化石とし

て貝化石が堆積した当時の生息深度･水温などの条件

を推定することができ海進･海退などの古環境の復元

にもおおいに役立っています.

一方植物界では温暖気候を示す第三紀型植物群は

更新世に入って気温の低下とともにその構成種が次

第に減少し寒さに強い植物が増加してきました.日

本では鮮新世後期から引き続いて堆積した大阪層群か

ら豊富に産出する植物化石(葉･実･花粉など)がよく調

1989年7月号

べられその変遷が明らかにされてきました.それに

よりますと鮮新世後期に堆積した大阪層群最下部層は

｢メタセコイア植物群繁栄期｣といわれ第三紀植物群

の特徴種メタセコイア･イチョウ･フジイマツ･タイ

フソスギたどを含んでいますが更新世前期の大阪層群

下部層にたると｢メタセコイア植物群消減期｣といわ

れるようにメタセコイアをはじめ第三紀型の特徴種が

次六とその姿を消し代わってヒメハラモミ･チョウ

センゴヨウ･ミツガシワだとの寒さに強い植物が多くた

ってきました.

栃木県塩原から産する更新世中期の塩原化石植物群は

化石の保存がよいことと(写真6～13)産する化石の種

類と量が豊富なことで日本の代表的植物群の一つに数

えられています.同植物群は171種からなりそれら

はサワグルミ･オノオレカンバ･サワシバ･ブナ･イ

ヌブナ｡ミズナラ･ホオノキ･ナツツバキ･ウラジロノ

キ･ハウチワカエデだと主として冷温帯落葉広葉樹か

らたっていますがヤシャブシ｡クリ｡ヤマグルマ｡ウ

リカエデ｡ツゲ｡ネジキ･ゴマキだとの暖温帯種を交じ

えるたど現在のブナ林の下部の組成を示しており間氷.

期の植物群と考えられています(尾上1989).

更新世の化石を産する主た地層群は北海道の十勝層

はないずみななおりざかと5でら

群東北地方の花泉層｡七折坂層･塔寺層関東地方の

塩原層群･二宮層群･相模層群･上総層群･下総層群

中部地方の魚沼層群･野尻湖層･小笠層群･掛川層群

みとよ

近畿地方の大阪層群四国地方の三豊層群九州地方

どおりやま一まま

のロノ津層群･大分層群･通山浜層沖縄の琉球層群

などがあります.

完新世の化石

完新世は沖積世とも呼び1万年前から現在までの時

代を言います.この時代の地層には海洋･河川･湖�
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尾上･佐藤･神戸

写真3更新世中期の二枚貝類

〃｡肋加8伽〃〃砂αMAKIY畑A

(ヨシスガイ)×O･7(GSJF12501)

写真4更新世中期の二枚貝類

地｡ま伽伽g舳刎刎α舳8Y0K0YAMA(カズウネイタヤ)
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写真5更新世後期の二枚貝類

P3`:加〃(!Mo≠o砂｡1")α1〃6α刎s(Sc亘R0TER)

(イタヤガイ)×O･8(FSJF3620)

写真6更新世中期のシダ類

1)ωα肱α刎〃地8〃コV.=o0RE(シノブ)
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写真7更新世中期の球果類

τ肋加sチ伽"8〃{CA囲IERE(クロベ)

��������

地質ニュｰス419号�



標本館だより
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写真8更新世中期の双子葉類Cα8腕θ〃榊〃αSIEB0LDandZUcc蛆瓜I(クリ)

×O･7a葉(GSJF7538)b花(GSIF8022)cイガ(GSJF8023)

d実(GSJF12713)

写真9更新世中期の双子葉類

ハ惚㎜〃刎α肋BLU皿E(ブナ)

���半���

写真10更新世中期の双子葉類

807切s加φo〃｡αKo咀NE(ウラジロノキ)

xO･9(GSJF7536)
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尾上･佐藤･神戸

写真11更新世中期の

双子葉類

吻7主0φ伽肋閉

8切α肋刎

�乎��

(ホザキノフ

サモ)×0.8
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写真12更新世中期の

双子葉類

j?物040冴θ勿∂プ0勿

∂θ9㌍0刎{α〃〃刎
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(アズマシャ

クナゲ)
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写真13更新世中期の双子葉類

γ必〃舳脇∫〃｡"肋刎BL1〕肥(オオカメノキ)×0.8(GSJF7532)

沼などで現在も堆積しつつある地層も含まれておりま

だ固まっていたい礫･砂･泥が多くしたがってそれ

らに含まれている化石も非常に壊れやすいものが多く

あります.日本の平野を作っている低地は主として完

新世の地層です.

完新世は更新世の最終氷期以後の時代で後氷期と

言われているように気温の温暖化がすすみ今から約

6000年前にはそのピｰクに達し海面が現在より数m高

かったと考えられています.その当時の堆積物は各地

に低位段丘として残っています.日本ではこの時期を

r縄文海進｣またはr有楽町海進｣と呼びベニガイ･

バイガイ･ベソケイガイ･イタボガキ･イセシラガイ･

オキシジミ･ヒメカノコアサリ･スダレガイなどの貝化

石を豊富に含んだ地層がみられます.

現在は瀬戸内海や有明海だと暖海に生育しているバイ

ガイが縄文海進の頃には仙台付近の海にまで分布して

いたことが化石によって確認されており当時日本列

島周辺に暖かい海が広がっていたものと思われます.

由ま

また房総半島の南端にある館山市沼に分布する段丘

には現在の東京湾内ではみることのできたい暖かい海

のサンゴ類が含まれておりr沼サンゴ｣と呼ばれてい

ますがこの段丘も堆積当時の気温が現在より暖かく

海面が上昇していた証拠を示すものとしてよく知られて

います.
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この時代の化石を含む代表的た地層群は関東地方の

有楽町層･沼層(沼サンゴ)近畿地方の梅田層九州地

もえLまかい

方の燃島貝層などがあげられます

あとがき

化石の一般分類展示は地質標本館第4展示室にあり

(第1図)約400点の化石が陳列されております.その

中には秋吉台科学博物館荒木英夫大手開発株式会

社岡藤五郎ゲッティンゲン大学木の葉化石園小

松市立博物館斉藤良二郎早坂一郎林徳衛増田

孝一郎U.S.αS.渡辺龍雄(敬称略アイウエオ順)

の方々から寄贈された貴重た標本も展示されています.

ここに記して感謝の意を表する次第です.

｢化石の一般分類展示｣のシリｰズをその1古生

代(尾上ほか1989)その2中生代(神戸ほか1989)

その3新生代第三紀(佐藤ほか1989)そして今回の

新生代第四紀の4回に分けて掲載しましたが御覧にた

ってこれらの展示が分類展示としてまだ十分でないこ

とに気付かれたことと思います.どうぞ今後とも皆様

の御協力を得てよりよい展示にしていきたいと考えてお

りますのでよろしくお願い申し上げます.

このシリｰズを稿するにあたって地質標本館の山田

直利館長同館地質標準課の坂巻幸雄課長から終始有益

た助言指導を賜りました.また業務課山川浩一

大川裕之両事務官には写真の撮影その他で色々お世話

にたりまLた.以上の方々に厚く御礼申し上げます.
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合吉鉱物標本

岩

入口

化石

市生代1中生代1新生

閲/

鉱

□

醐

鯛

□

胴

同国

代

石

鉱

鉱物

一1第2表に示した化石が収められている陳列ケｰス

L4化石見学の順路

第1図第4展示室化石陳列ケｰスの配置
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尾上･佐藤･神戸

第2表

分類展示用新生代第四紀化石標本リスト(地質標本館第4展示室)

兵慴������摩獰�祥摩��������瑩潮副潭

潦�敇�����畳敵��漱�楣�卵��潦���

鮮新世後期～更新世前期(L就eH五㏄e鵬～E駅蚊固e滅㏄e鵬)

整理

番号

��

㌶㌀

化石

���

8f3四0♂0例ω尾α8乃ク召勿S去8

����

アカシゾウ哺乳類

産地

����

岐阜県養老郡上石津町上多良

�浩�牡���

却牡��

東海層群大泉累層

佩�浩��慴楯測

�歡��異

筆録番号

剥��牡瑩潮

��敲

��㈹

採集者

��散瑯爀

吉田史郎

更新世前期(E雛亙yHe滅｡ce鵬)

㌶�

㌶�

㌶�

㌶�

γα8κ6ακ∂を〃刎(S.S.)

α陀〃601α(REEvE)

キヌザルガイ二枚貝類

長崎県南高来郡南有馬町

��浩�業愬�条�歩

南有馬層

��浩�業愀

���瑩潮

C乃α刎α〃ガ鮒αREEvE

キクザルガイ二枚貝類

λ伽加γα(soα助ακ")

ろプ0〃9切0"(ScHRENcK)

アカガイ二枚貝類

8ナ3囚0"0勿αμプ07ωθ

������

アケボノゾウ哺乳類

長崎県南高来郡南有馬町

��浩�業愬�条�歩

静岡県

��畯歡

神奈川県川崎市高津区新作

�楮���慮慧慷愀

南有馬層

Mina血iarima

��慴楯�

佐浜貝層

卡�������

上総層群小柴層

KoshibaFor血ation,

������

���

���

��㌀

���

更新世中期(腕欄1eHeisせ㏄㈱e)

㌶�

㌶�

㌷　

㌷�

㌷�

地6加物価9α吻刎α伽s

����

カズウネイタヤ二枚貝類

P70歩ωカθ8ま77θ∂{〃{〃α

����

ヨシスガイ二枚貝類

G妙〃脇桃■0切〃α

���利

ベニグリガイ二枚貝類

!腕7cθ〃α7壬αs去ク〃力80〃壬

����

ピノスガイ二枚貝類

〃α6かα8〃｡α肋〃αREEvE

バカガイ二枚貝類

神奈川県横浜市戸塚区長沼町長

沼貝殻板

�条���慮慧慷愀

神奈川県横浜市戸塚区戸塚

�瑳畫愬��条睡

千葉県木更津市馬来田丹原

Ta㎞bara,Chiba

千葉県木更津市馬来由薮

奡����

千葉県木更津市馬来由薮

奡����

相模層群長沼層

Naganu㎜aFormation,

卡条浩���

相模層群戸塚層

�瑳畫���瑩潮�

卡条浩���

下総層群地蔵堂層

��摯�牲�瑩潮�

�業潦畳慇�異

下総層群数層

奡���慴楯測

Shi㎜ofusaGrouP

下総層群数層

奡���慴楯測

�業潦畳慇��

�㌷

�㈵�

���

���

���

地質ニュｰス419号�



標本館だより

一･57一

整理

番号

��

㌷㌀

化石

���

s加8〃αsαo加伽㈱兆

����猩

ウバガイ二枚貝類

産地

����

千葉県佐倉市佐倉

卡�牡���

地層

却牡��

成田層群

�物����

登舞番号

剥朱�牡瑩潮

��敲

�〳�

採集者

��捴�

㌷�

皿功脈｡吻αoo刎α〃α刎α{KIRA

マルシラトリガイモドキ

二枚貝類

千葉県山武郡大網白里町金谷郷

�浩���

成田層群

�物����

�㌀

㌷�

州ω〃〃α∂〃ツ吻α(R6D工NG)

ツメタガイ巻貝類

千葉県印旛郡印西町大森

����楢愀

成田層群

�物����

��

㌷�

τo吻α〃地08去｡刎α(KUsTER)

ヤッシ回ガイ巻貝類

千葉県印旛郡印西町大森

ね���楢愀

成田層群

�物����

��

㌷�

ハ助肋吻α〃肋κ捌｡α

����

ヒメエゾボラ巻貝類

千葉県香取郡多古町染井

卯浥��楢愀

成田層群

�物����

�〰�

㌷�

H2刎げ〃5㈱肋ろ"(GMELIN)

オニニシ巻貝類

千葉県印旛郡印西町大森

����楢愀

成田層群

�物����

��

㌷�

｣Dα砂απ6α吻α〃θ8〃Mo0RE

シノブシダ類

栃木県那須郡塩原町

�楯�牡����

塩原層群

�楯�牡���

��　

木の葉化石

園寄贈

㌸　

τ吻勿α8肋例荻5"{CARRIERE

クロベ球果類

栃木県那須郡塩原町

�楯�牡����

塩原層群

�楯�牡���

���

木の葉化石

園寄贈

㌸�

P伽0C〃〃励0肋肋

卉�が��婕����

サワグルミ双子葉類

栃木県那須郡塩原町

�楯�牡�����

塩原層群

�楯�牡���

���

木の葉化石

園寄贈

㌸�

万功ω1α970s8"SIEBOLD

慮�啣�剉�

ミズメ双子葉類

栃木県那須郡塩原町

�楯�牡����

塩原層群

�楯�牡���

���

木の葉化石

園寄贈

㌸㌀

万θf〃1"〃Zα北{刎0王〃{02{"刎"

���

ウグイカンバ双子葉類

栃木県那須郡塩原町

�楯�牡����

塩原層群

�楯�牡���

���

木の葉化石

園寄贈

㌸�

3功〃α80%刎〃κ4REGEL

オノオレカンバ双子葉類

栃木県那須郡塩原町

�楯�牡����

塩原層群

�楯�牡���

���

木の葉化石

園寄贈

㌸�

Cαs去α脇"〃醐α肋

卉�が��婕����

クリ(葉)双子葉類

栃木県那須郡塩原町

�楯�牡����

塩原層群

�楯�牡���

���

木の葉化石

園寄贈

㌸�

Cα8肋閉ωcκ〃α加

卉����婕����

クリ(花)双子葉類

栃木県那須郡塩原町

�楯�牡����

塩原層群

�楯�牡���

���

木の葉化石

園寄贈

1989年7月号�



一58一

尾上･佐藤･神戸

整理

番号

��

㌸�

化石

���

Cαs肋肋αoグ8切〃α

卉�が��婕����

クリ(イガ)双子葉類

産地

����

栃木県那須郡塩原町

�楯�牡����

地層

却牡��

塩原層群

�楯�牡���

登録番号

剥��牡瑩潮

��敲

��㌀

採集者

��散瑯爀

木の葉化石

園寄贈

㌸�

0郷肋肋αoκ伽α肋

卉����婕����

クリ(実)双子葉類

栃木県那須郡塩原町

�楯�牡����

堤原層群

�楯�牡���

�㈷�

木の葉化石

園寄贈

㌸�

月αg〃807θ勿α宕αBLUME

ブナ双子葉類

栃木県那須郡塩原町

�楯�牡����

塩原層群

�楯�牡���

���

木の葉化石

園寄贈

㌹　

肋9切S加φ0伽α

����捺

イヌブナ双子葉類

栃木県那須郡塩原町

�楯�牡����

塩原層群

�楯�牡���

���

木の葉化石

園寄贈

㌹�

σ肋包刎8♂ω〃♂クα勿αVar.

加力｡〃｡αNAKAI

ハルニレ双子葉類

栃木県那須郡塩原町

�楯�牡����

塩原層群

�楯�牡���

��　

木の葉化万

国寄贈

㌹�

!レZα9勿0"α0ろ0〃α≠"

呈��則

ホオノキ双子葉類

栃木県那須郡塩原町

�楯�牡����

塩原層群

�楯�牡���

���

木の葉化石

園寄贈

㌹㌀

Sf刎〃肋が2〃0-C伽611加

����捺

ナツツバキ双子葉類

栃木県那須郡塩原町

�楯�牡����

塩原層群

�楯�牡���

���

木の葉化石

園寄贈

㌹�

皿α刎α舳伽加カ0伽αVar.

0ろ肋8α≠αMAKIN0

マルパマンサク双子葉類

栃木県那須郡塩原町

�楯�牡����

塩原層群

�楯�牡���

��㌀

木の葉化石

園寄贈

㌹�

∫oγ肋s加カ｡〃｡αK0EHNE

ウラジロノキ双子葉類

栃木県那須郡塩原町

�楯�牡����

塩原層群

�楯�牡���

���

木の葉化石

園寄贈

㌹�

λ6ぴゴψo〃北〃刎THUNBERG

ハウチワカエデ双子葉類

栃木県那須郡塩原町

�楯�牡����

塩原層群

�楯�牡���

��㌀

木の葉化石

園寄贈

㌹�

λ6〃刎北7伽肋〃刎

卉�が�瑚啣�剉�

コミネカエデ双子葉類

栃木県那須郡塩原町

�楯�牡����

塩原層群

�楯�牡���

���

木の葉化石

園寄贈

㌹�

!吻グ左0φゐツ〃〃〃σ8カタ60'勿〃口

LエNNAEUs

ホザキノフサモ双子葉類

栃木県那須郡塩原町

�楯�牡����

塩原層群

�楯�牡���

�〵　

木の葉化石

園寄贈

㌹�

�　

Coプ刎㈱冶｡伽αBUERY

ヤマボウシ双子葉類

Kα10伽勿鮒8功τ肋肋㈱

KoエDzUMエ

ハリギリ双子葉類

栃木県那須郡塩原町

�楯�牡����

栃木県那須郡塩原町

�楯�牡����

塩原層群

�楯�牡���

塩原層群

�楯�牡���

���

���

木の葉化石

園寄贈

木の葉化石

園寄贈

1989年7月号�



標本館だより

一59一

整理�化石�産地�地層�登録番号�

番号����Registration�採集者

��������楴�却牡����敲�漱�捴�

�α2肋7αあα7〃脇7〃5�栃木県那須郡塩原町�塩原層群��木の葉化石

��卉�が��婕��������

�リョウブ双子葉類�Shiobara,Tochigi�ShiobaraGroup��園寄贈

�Rゐ0∂0∂θ〃グ0刎〃α6α舳刎�栃木県那須郡塩原町�塩原層群��木の葉化石

����丰�����

�トウゴクミツバツツジ双子葉類�Shiobara,Tochigi�ShiobaraGroup��園寄贈

�鋤060∂肋〃0〃∂昭グ0〃α勿π刎�栃木県那須郡塩原町�塩原層群��木の葉化石

些03�CARRIERE���F7556�

�アズマシャクナゲ双子葉類�Shiobara,Tochigi�ShiobaraGroup��園寄贈

�γ%鮒伽刎カク｡α肋刎BLUME�栃木県那須郡塩原町�塩原層群��木の葉化石

�����㌲�

�オオカメノキ双子葉類�Shiobara,Tochigi�ShiobaraGroup��園寄贈

���■■■■■■■■■■■■■■■■��

更新世中期～更新世後期(醐欄且eHe五St㏄e鵬～L磁eHe滅㏄e鵬)

��

Pα1αε010眈060物勿α〃¢α3ク6〃S

伽刎刎舳〃MAKIYAMA

ナウマンゾウ哺乳類

���

更新世後期(L銚e醐e滅㏄e鵬)

��

��

��

��

�　

��

��

�㌀

��

��

他6切(〃0切01α)

α肋ク6ω郷(ScHR6TER)

イタヤガイ二枚貝類

ρ砂1〃α刎〃〃σα(REEvE)

トリガイ二枚貝類

S伽〃0刎〃5〃ゆ〃α肋〃8

�����

ウチムラサキガイ二枚貝類

P助〃α(S.S.)〃〃005α

����

アケガイ二枚貝類

γ伽θ閉加8(λ刎ツ財α1")

〃〃加螂肋(SowERBY)

ヒメアサリ二枚貝類

〃α60伽(S.S.)去0切0θ〃8ゐ

����

ゴイサギガイ二枚貝類

Cツ6腕αo伽〃α眺SowERBY

オキシジミ二枚貝類

Cθプ肋肋｡畑παc初g〃1α肋

����

ヘナタリガイ巻貝類

Pα7θ13カ乃α8"0音0〃包α〃¢〃包0刎カθ刎8

刎α施〃刎｡ま｡6SAHEKI

マンモス類哺乳類

〃1㈱刎0肋〃8〃伽敏〃伽S

���乂��

マソモスゾウ哺乳類

東京都千代E日医永田町国会図書

館

�条������

東京都千代田区永田町国会図書

館

�条������

東京都千代田区永田町国会図書

館

�条������

東京都千代田区永田町国会図書

館

�条������

東京都千代田区永田町国会図書

館

�条������

東京都千代田区永田町国会図書

館

�条������

神奈川県川崎市

�睡�歩�慮慧慷愀

神奈川県川崎市

�睡�歩�慮慧慷愀

千葉県君津市三島

�獨業愬�楢愀

オラソダ

��敲���

東京層

�歹���瑩潮

東京層

�歹���瑩潮

東京層

�歹���瑩潮

東京層

�歹���瑩潮

東京層

�歹���瑩潮

東京層

�歹���瑩潮

下末吉層

�業�略�獨椀

��慴楯�

下末吉層

�業�略�獨椀

��慴楯�

��　

���

���

���

���

���

���

��　

���

�㈸�

購入

地質ニュｰス419号�


